岩搬出訓練の報告　

　　大阪労山救助隊
２００３年９月２８日(日)に、兵庫県の雪彦山にて、岩搬出訓練が実施されました。

参加者

　合計３２名　うち中級生徒13人

内容

　中級の生徒及びコーチ、そして救助隊運営委員のみの参加で、隊員の参加者はゼロであった。しかし、中級登山学校卒業山行に参加する主だったものが、事前に訓練できたことは良かった。
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登攀ルートの左右にて訓練を実施。


　　　　　　　　　　　　　　右ルートでは実施せず。

　　　　　　　　　　　　　　真ん中フィックスで登り、左を降ろす。

中級登山学校はＡ，Ｂ隊に分かれて、引き上げシステムなど基本的なことを公民館周辺で実施し、岩場に取り付いて搬出訓練を実施。

少数精鋭のＣ隊は、はじめから岩場に取り付き搬出訓練を実施。

始めは、全国から預かったウインチによる引き上げの操作を練習。ハンドルを奥まで突っ込むことを確認しなかったため、引き上げが出来なかったという事件はあったが、正しく使えば簡単に使えて、技術的には特に問題ない。

次に、カウンター方式を用いた、少人数での搬出の習得をめざした。結果として今まで女性1人では、引き上げは無理と言われた常識を覆し、たった1人で背負い者と事故者2人を引き上げられることを会得した。
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